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正
前
寺
文
辞
・
石
川
郡
安
閃
明
建
寺
磁
調
・
宮
腰
妙
提

寺
法
賢
・
捌
出
行
雲
寺
慈
什
、
お
緩
み
方
の
金
探
六

校
町
光
徳
寺
総
俊
・
そ
の
弟
大
欝
・
小
立
野
唯
念
寺
額

感
・
山
上
町
賀
磁
寺

g
躍
・
百
姓
町
努
念
寺
縁
消
印
・
嫡

川
智
提
寺
発
砲
・
河
北
部
櫛
滋
普
念
寺
簸
沼
・
二
日
市

詩
人
寺
北
山
・
そ
の
子
教
忽
ハ
後
の
哲
術
Y
申
傑
本
商

寺
院
山
や
・
高
食
感
疑
に
招
き
‘
講
師
代
易
行
院
法
梅
・

嗣
諦
如
殻
院
態
観
・
雲
務
院
大
倉
等
之
に
臨
み
、
彼

等
が
共
に
綴
端
に
偏
す
る
所
以
を
説
示
し
て
翌
年
五

周
隠
郷
せ
し
め
た
が
、
唯
北
山
・
教
念
矢
子
の
み
は
殴

悔
せ
ず
し
て
十
一
月
に
辛
一
っ
た
。
慨
に
之
を
加
賀
法

論
と
名
づ
け
る
。
こ
の
徐
被
は
向
後
に
綴
約
し
た
。

カ
ガ
ポ
ネ
ノ
ア
フ
ギ
加
賀
骨
の
扇
梅
室
の
句

集
に
、
『
加
賀
骨
の
あ
ふ
ぎ
も
て
来
て
今
日
の
曾
式
に

奉
る
と
て
、
説
を
れ
の
竹
も
時
得
て
踊
子
前
』
と
あ

る
。
こ
の
加
賀
骨
の
踊
子
は
、
腕
調
加
披
闘
の
こ
と

で
あ
ら
う
。

カ
ガ
ホ
ホ
加
賀
頬
加
賀
で
産
し
た
叩
宵
附
随

の
両
親
を
い
ふ
。
そ
の
製
作
の
精
良
を
以
て
群
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

カ
ガ
ホ
ン
ナ
ミ
加
賀
本
阿
爾
加
賀
滞
に
召
抱

へ
ら
れ
た
京
都
在
住
の
鑑
刀
家
本
阿
揃
氏
を
い
ふ
。

こ
の
家
は
本
阿
粥
三
郎
兵
衛
の
分
援
で
、
初
代
光
ご
・

ご
代
光
悦
・
=
一
代
光
旅
・
四
代
光
甫
ま
で
常
に
前
問
氏

の
用
命
荷
受
け
て
ゐ
た
が
‘
光
甫
の
五
男
光
山
に
一
束

。
別
に
家
を
立
て
、
加
賀
務
の
践
を
受
け
、
江
戸
に

住
し
て
之
に
専
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
加
賀

本
阿
組
閣
は
支
家
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
折
紙
を
出
す
こ

と
が
で
き
ず
、
・
他
の
十
一
分
家
と
同
じ
く
、
本
家
の

・
折
紙
に
添
朕
を
出
す
の
み
で
あ
っ
た
。
光
山
そ
加
白

木
阿
粥
初
代
と
し
て
、
ご
代
重
郎
左
衛
門
党
顕
・
=
一

代
十
郎
右
衛
門
党
訴
を
銀
、
回
代
喜
一
-
一
次
発
恕
に
宮
山
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五
八

禁
事
長
棋
の
b
n
に
よ
っ
て
狂
般
に
秀
で
L

ゐ
た
。
党
一
疋
月
十
九
日
比
足
に
供
へ
た
鈍
餅
脅
制
迎
し
ょ
一

J

丸
一
は
、
加
賀
女
や
・
白
拍
子
の
一
緒
と
し
た
の
で
あ
る
。

恕
は
明
和
宋
年
に
生
ま
れ
、
弘
化
一
…
年
十
月
七
十
八
一
御
殿
に
在
勤
す
る
各

U
に
頒
奥
せ
ら
れ
た
。
そ
の
年
一
加
賀
女
の
う
た
ふ
別
売
加
賀
節
と
い
う
た
こ
と
は
、

践
で
裂
し
た
。
五
代
訴
さ
次
党
佐
は
先
代
よ
り
鑑
識
一
山
市
に
供
す
る
腕
部
は
掠
刻
家
共
や
.
用
ひ
・
、
人
持
と
頭
分
一
保
々
阿
部
氏
丈
抄
に
、
書
札
保
々
岡
番
売
引
い
て
、

の
カ
館
大
に
劣
へ
、
次
い
で
明
治
の
良
識
に
及
ん
一
と
に
は
足
尚
八
寸
と
し
、
.
牛
士
以
下
歩
揃
ま
で
は
足
一
『
公
方
様
へ
は
、
白
拍
子
は
不
参
候
。
加
賀
女
と
巾
す

だ

。

一

低

八

寸

と

し

、

足

概

等

は

品

川

切

折

般

で

あ

る

。

鏡

餅

一

滋

女

品

借

り

候

。

加

賀

ぶ

し

な

ど

L

て
は
や
り
候
o
』
と

カ
ガ
マ
イ
加
賀
米
山
指
針
護
側
曾
に
伊
丹
の
一
の
食
郡
宇
・
終
っ
て
吸
物
や
・
給
す
る
に
は
、
関
分
以
上
一
あ
る
の
で
知
ら
れ
る
。

造
酒
米
の
事
や
・
自
問
し
て
、
も
と
米
は
地
勉
り
の
古
米
・
一
は
腕
と
共
に
取
代
へ
、
不
十
一
以
下
は
椀
の
み
そ
代
へ
一
カ
ガ
モ
ン
加
賀
敏
男
の
衣
服
の
紋
腕
に
、
影

加
賀
・
仙
川
崎
町
等
や
・
用
ひ
、
そ
へ
米
は
北
同
古
米
第
一
一
る
。
取
肴
は
附
分
以
上
は
容
餓
・
平
士
以
下
捗
蹴
ま
一
色
の
上
総
で
花
丸
な
ど
や
・
描
い
た
も
の
そ
加
賀
紋
と

で
、
秋

m・
加
賀
等
-V-
よ
し
と
す
と
あ
る
。
岱
時
・
加
賀
一
で
は
切
鰯
・
足
概
以
下
は
湖
き
錫
で
あ
る
。
叉
足
時
一
い
う
た
。
そ
の
中
央
に
家
紋
-P・
白
〈
扱
い
だ
の
も
あ

米
が
良
品
と
見
な
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
一
に
は
吸
物
脅
奥
へ
ず
し
て
鏡
餅
及
び
舗
の
み
と
し
、
一
る
。
点
手
四
年
桜
の
男
色
大
鑑
に
、
『
物
や
は
ら
か
に

カ
ガ
マ
キ
Z

加
賀
蒔
鎗
京
都
か
ら
は
時
給
師
一
小
者
に
は
吸
物
も
測
も
省
い
て
餓
餅
の
み
で
あ
る
o

一
美
し
げ
な
る
男
の
、
下
に
は
紫
縮
鮒
の
引
か
へ
し
、

去
十
嵐
滋
甫
、
江
戸
か
ら
は
印
術
師
椛
原
市
太
夫
等
一
鈍
聞
や
・
行
ふ
こ
と
は
民
間
で
も
同
じ
い
が
、
概
ね
口
一
上
に
黒
羽
一
一
震
の
陥
商
、
芥
子
人
形
の
加
賀
紋
』
、
ま

が
、
前
間
利
協
の
頃
、
各
金
抑
に
下
っ
て
そ
の
特
純
一
説
と
い
は
れ
た
。
一
た
川
柳
に
『
加
白
紙
へ
栂
の
折
校
附
け
初
め
』
な
ど
い

を
渡
部
し
た
が
、
後
向
ら
融
和
し
て
一
粍
の
作
風
脅
一
カ
ガ
ム
ロ
加
賀
霊
山
山
の
陥
添
口
殺
協
な
る
一
ふ
も
の
是
で
あ
る
。

な
す
に
煎
っ
た
。
そ
れ
脅
加
賀
時
給
と
名
づ
け
る
。
一
三
日
月
波
か
ら
上
、
大
放
問
の
斑
f
、
下
に
在
っ
て
‘
一
カ
ガ
ヤ
加
賀
屋
加
賀
滞
で
は
貸
永
元
年
巾
五

カ
ガ
マ
ン
ザ
イ
加
賀
高
歳

J
マ
Y
ザ
イ
成
一
一
局
総

ω民
の
鮮
.mmす
る
所
で
あ
っ
た
。
白
山
議
慣
例
一
月
十
四
日
の
令
に
よ
っ
て
加
賀
屋
と
い
ふ
展
観
の
漣

歳

。

一

犯

に

は

隙

に

泊

枇

と

あ

る

か

ら

、

明

何

よ

り

斑

文

に

一

磁

を

命

じ

、

同

時

に

町

方

暖

燦

又

は

看

板

等

に

も

、

カ
ガ
ξ
イ
ハ
鏡
畿
内
山
大
汝
吊
の
雨
麓
に
あ
一

.h
る
織
前
・
加
賀
同
滞
の
山
論
以
来
、
純
雄
の
ま
L

一
諸
色
名
目
に
加
賀
の
字
を
附
す
る
こ
と
や
一
制
止
し

る
。
叉
鈴
石
と
も
い
ひ
、
そ
の
形
最
も
粧
鈴
に
似
る
一
陵
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
o
純
前
名
蹴
考
に
は
、
一
た
。
こ
は
常
時
前
川
綱
紀
の
加
質
問
ず
で
あ
っ
た
に
よ

売

以

て

名

づ

け

る

。

一

大

故

防

か

ら

加

賀

室

ま

で

入

町

と

す

る

o

一
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ガ
ミ
シ
ョ
ウ
鏡
-E
峰
山
町
位
交
に
加
賀
川
附
鈍
一
ヵ
ガ
メ
加
賀
女
加
賀
女
は
室
町
時
代
に
於
い
一
ヵ
ガ
ヤ
加
賀
屋
歌
舞
伎
役
者
中
村
歌
右
衛
門

舵
が
見
え
‘
闘
白
際
限
滋
m
N
の
領
で
あ
っ
た
の
令
、
一
て
加
賀
か
ら
附
し
た
敢
な
の
栂
で
あ
る
。
加
賀
女
に
一
の
初
代
が
朋
ひ
た
陸
蹴
で
、
歌
お
術
門
は
金
仰
の
出

建
長
ご
年
そ
の
女
四
保
院
向
侍
に
誠
っ
た
o
鋭
礁
の
一
関
し
て
は
殿
巾
巾
次
犯
に
、
『
白
拍
子
御
砲
巾
上
欺
之
一
身
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
一
代
歌
右
衛
門
亦
こ
の

位
置
は
明
白
で
な
い
0

•• 

~
堺
、
山
仰
ハ
伊
勢
下
総
守
〉
従
隣
巾
点
宗
(
伊
勢
守
)
h
H

一
屋
撹
や
・
線
放
し
た
。

カ
ガ
ミ
テ
ン
ジ
ン
鏡
天
神
薬
仰
泉
寺
町
天
台
一
被
時
巾
磁
に
、
御
澱

-m-r説
先
制
無
之
。
自
然
御
陣
一
カ
ガ
ヤ
シ
キ
加
賀
屋
敷
江
戸
本
郷
に
在
っ
た

宗
西
方
寺
に
安
置
す
る
蹴
像
の
天
跡
で
、
前
川
利
尚
一
巾
な
ど
へ
は
致
参
上
候
歎
。
陵
中
へ
瓶
候
之
事
、
努
一
加
賀
務
の
上
陸
蚊
そ
い
ふ
o
そ
れ
や
・
梅
の
御
殿
と
い

の
得
能
に
係
旬
、
嬢
験
殊
勝
で
あ
る
と
い
は
れ
た
o

一
々
不
可
在
之
。
加
賀
女
は
殿
巾
へ
も
密
都
、
自
然
可
・
一
号
た
如
〈
視
し
た
も
の
も
あ
る
が
設
で
あ
る
o

J
ウ

世
人
之
脅
鏡
突
耐
と
縛
す
る
0

3

.

~

在
之
欺
之
前
、
御
返
事
在
之
。
』
と
あ
る
か
ら
、
轄
に
一
メ
ノ
プ
テ

y

椛
の
御
殿
o

カ
ガ
ミ
ノ
加
賀
議
加
賀
で
作
っ
た
訟
で
、
町
一
武
家
の
催
迦
荷
受
け
た
も
の
L
如
く
で
あ
る
。
隙
巾
一
カ
ガ
ユ
ウ
ゼ
ン
加
賀
友
輯
京
の
友
開
染
と
閥

梗
-P・
編
ん
で
作
る
。
帯
取
よ
り
も
大
挺
ち
で
、
前
に
一
日
次

mmに
、
『
六
月
十
四
白
紙
川
曾
、
か
ど
郁
公
方
ヘ
一
じ
方
法
に
よ
り
金
制
仰
で
製
し
た
も
の
。
但
し
之
脅
加

大
納
が
あ
り
、
表
而
脅
背
糸
の
鮒
で
抑
さ
へ
て
あ
っ
一
審
0
』
と
あ
る
も
加
賀
女
の
こ
と
で
、

mは
印
ち
共
の
一
割
H
友
商
と
穂
す
る
こ
と
は
二
紅
時
大
正
中
に
初
り
、

た
。
川
柳
に
『
加
賀
饗
で
息
子
は
飛
ん
で
散
鼠
す
。
』
一
名
で
あ
る
。
年
中
定
例
記
六
周
の
傑
に
、
『
か
ど
と
申
一
務
政
時
代
に
は
さ
号
し
た
名
が
な
か
っ
た
。
恐
ら
く

と
あ
る
の
・
-
は
軍
に
色
鎗
と
か
或
は
染
鎗
と
か
窮
す
る
に
す
ぎ
な

書
目

. . 


